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　令和３年度の予算を審議する３月定例会が、３月９日から19日までの14日間の会期で開催され
ました。
　２月に執行された町長選挙の結果を受けて、藤原新町長のもと当初予算が組みなおされ、経常的
経費と緊急を要する一部政策的経費のみを計上する通称「骨格予算」として当初予算が提案され可
決成立しました。
　藤原新町長の公約等に基づく政策的予算である通称「肉付け予算」は、４月以降、補正予算とし
て再度、提案されます。（※肉付け予算の審議結果は後日、お知らせします。）

かわまた議会だよりかわまた議会だより 2

一般会計66億8100万円を可決

予算は“骨格予算”予算は“骨格予算”予算は“骨格予算”

　地震で被害を受けた体育館の屋根等を復旧する
工事費

　ワクチンを16歳以上の全町民に接種するため
の事業費

291万円 9357万円

川俣町体育館の災害復旧 新型コロナワクチン接種

藤原一二町長の初議会を慎重審議藤原一二町長の初議会を慎重審議

破損したトレーニング室のガラスと屋根
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令和3年度当初令和3年度当初令和3年度当初3月議会
定例会

　遠隔診療を行う医療機関を増やすための実証事
業

　在宅で過ごすことの多くなった親子を知育絵本
で支援する事業

　一人暮らしなど高齢者のごみ出し支援と安否確
認をする事業

　男性の育児参加を支援するための教室

829万円

34万円

79万円

18万円
「おてひめさま」がお子さんの名前になる絵本

済生会病院から町内医院に拡大（写真はイメージ）

オンライン診療の実証事業

知育絵本の配布

高齢者世帯のごみ出し安否確認

イクメン・プレパパ教室

３月９日、藤原新町長の初議会に大勢の傍聴がありました３月９日、藤原新町長の初議会に大勢の傍聴がありました
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一般会計予算の
構成比

歳入
66億

8100万円

歳出
66億

8100万円

地方交付税
24億4751万9千円
（36.6％）

依存財源
（73.1％）

自主財源
（26.9％）

県支出金
11億1946万2千円
（16.8％）

国庫支出金　6億456万9千円（9.0％）

環境性能割交付金　706万8千円（0.1％）
法人事業税交付金　1806万7千円（0.3％）　

地方譲与税　8475万8千円（1.3％）　　
地方消費税交付金　2億9230万7千円（4.4％）　　　

町債　2億8891万4千円（4.3％）　　　　

町税
11億9033万円
（17.8％）

総務費
15億7759万2千円
（23.6％）

民生費
18億3657万7千円
（27.5％）

教育費
7億6968万9千円
（11.5％）農林水産業費

4億2370万円
（6.3％）

公債費
6億7677万9千円
（10.1％）

消防費
3億3180万3千円

（5.0％）

土木費
1億8643万8千円

（2.8％）

災害復旧費　2370万1千円（0.4％）
予備費　2000万円（0.3％）　

　議会費　1億81万8千円（1.5％）　　
商工費　2億1292万5千円（3.2％）　　　　

衛生費
5億2097万8千円

（7.8％）

寄附金　5000万6千円（0.7％）
分担金及び負担金　3384万4千円（0.5％）　　

使用料及び手数料　8600万9千円（1.3％）　　　　
諸収入　1億6787万1千円（2.5％）　　　　　　

繰入金　2億3435万2千円（3.5％）　　　　　　　　

その他の自主財源
3736万4千円（0.6％）
繰越金　　2000万円
財産収入　1736万4千円

その他の依存財源　1856万円（0.3％）
配当割交付金　　　　 319万円
地方特例交付金　 1115万9千円
株式等譲渡所得割交付金　232万9千円

交通安全対策特別交付金　136万7千円
利子割交付金　　　 51万4千円
自動車取得税交付金　　　　1千円

依存財源　48億8122万4千円
自主財源　17億9977万6千円

特別会計予算

特別会計予算（つづき）

水道事業会計予算

2億6353万3千円
2億5161万2千円
3億139万9千円
4億1565万1千円

20億7863万円
1億9964万7千円
1153万8千円
1706万3千円
1482万2千円

1242万8千円
1140万7千円
82万8千円
327万3千円
33万5千円

15億6227万4千円

1433万3千円

介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
簡易水道事業特別会計
奨 学 資 金 特 別 会 計
工業団地造成事業特別会計

小 島 財 産 区 特 別 会 計
飯 坂 財 産 区 特 別 会 計
大綱木財産区特別会計
小綱木財産区特別会計
山木屋財産区特別会計

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

水道事業収益
水道事業費用
資本的収入
資本的支出

国民健康保険特別会計
（診療施設勘定）

特　別　会　計

特　別　会　計

区　　分

予　算　額

予　算　額

予　算　額



かわまた議会だより

称
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消

防
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
う
が
い

い
の
で
は
な
い
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

９
月
議
会
ま
で
を
目
途

に
検
討
し
ま
す
。（総

務
課
長
）

●
議
案
第
36
号

　

監
査
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
事
が

提
案
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
３
年
４
月

か
ら
の
４
年
間
で
す
。

●
議
案
第
37
号

固
定
資
産
評
価
委
員
の
選

任

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
任

の
人
事
が
提
案
さ
れ
、
同
意

し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
３
年
４
月

か
ら
の
３
年
間
で
す
。

•
斎
藤　

保
夫
氏

（
字
舘
）

●
議
案
第
38
号

　

副
町
長
の
選
任

　

前
任
者
の
猪
狩
則
光
氏
の

退
任
に
伴
う
人
事
が
提
案
さ

れ
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
令
和
３
年
４
月

か
ら
の
４
年
間
で
す
。
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①
仮
置
き
場
の
返
還

工
事
費
だ
が
、
返
還
で
き
な

か
っ
た
理
由
は
。

②
た
め
池
除
染
の
実
施
件
数

は
。

③
延
期
さ
れ
て
い
る
令
和
２

年
度
成
人
式
は
い
つ
や
る
予

定
な
の
か
。（高

橋
清
美
議
員
）

　
　

①
地
権
者
と
国
・
県
と

協
議
し
条
件
が
整
わ
な
か
っ

た
た
め
で
す
。

②
た
め
池
除
染
は
68
箇
所
実

施
し
て
い
ま
す
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

③
５
月
２
日
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
と
り

な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　
　

成
人
式
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
助
成
は
実
施
し
な
い
の

か
。　
　
（
作
田
善
輝
議
員
）

　
　

今
後
の
動
向
に
よ
り
検

討
し
ま
す
。（生

涯
学
習
課
長
）

　
　
　

①
新
型
コ
ロ
ナ
事
業

者
支
援
の
対
象
を
従
業
員
20

人
以
下
に
し
た
理
由
は
。

②
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

が
増
額
に
な
っ
た
が
、
今
後

の
展
開
は
。

③
敬
老
祝
金
が
１
３
０
万
円

も
残
っ
た
理
由
は
。

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
予

算
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
た
理
由

は
。　
（
佐
藤
喜
三
郎
議
員
）

　
　

①
小
規
模
な
事
業
所
は

経
営
の
悪
化
が
即
廃
業
に

つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、

商
工
会
と
協
議
し
、
支
援
対

象
に
し
ま
し
た
。（産

業
課
長
）

②
返
礼
品
に
魅
力
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
と
思
う
の
で
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

③
対
象
の
高
齢
者
が
死
去
さ

れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。　
（
保
健
福
祉
課
長
）

④
２
人
分
の
予
算
で
、
見
学

は
あ
っ
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ

等
の
都
合
で
就
任
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。（産

業
課
長
）

●
議
案
第
５
号

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
の
策
定

【
概
要
】
大
綱
木
一
貫
田
地

区
、
大
綱
木
上
台
辺
地
の
２

箇
所
を
辺
地
と
定
め
、
整
備

事
業
に
財
政
措
置
が
受
け
ら

れ
る
計
画
を
定
め
る
も
の
。

　
　
　

辺
地
計
画
は
全
部
で

６
箇
所
に
な
る
が
、
そ
れ
以

外
の
辺
地（
へ
ん
び
な
土
地
）

に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

（
村
上
源
吉
議
員
）

　
　

新
た
に
対
応
で
き
る
箇

所
、
事
業
が
あ
れ
ば
、
財
政

上
有
利
な
計
画
事
業
で
す
の

で
、
前
向
き
に
取
り
組
む
考

え
で
す
。　
　
　
　
（
町
長
）

●
議
案
第
９
号

職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正

【
概
要
】
職
員
の
ひ
と
月
当

た
り
の
超
過
勤
務
時
間
の
上

限
を
定
め
る
も
の
。

　
　
　

規
則
に
定
め
る
内
容

は
。　
　
（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

ひ
と
月
あ
た
り
の
超
過

勤
務
時
間
を
原
則
45
時
間
と

定
め
る
も
の
で
す
。

（
総
務
課
長
）

●
議
案
第
10
号

町
長
等
の
給
与
を
定
め
る

条
例
の
改
正

【
概
要
】
選
挙
公
約
に
よ
り
、

町
長
の
給
与
を
令
和
３
年
３

月
分
か
ら
13
カ
月
間
、
20
㌫

削
減
す
る
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
　

①
選
挙
公
約
と
い
う

が
、
選
挙
公
報
に
は
書
か
れ

て
い
な
い
内
容
で
、
い
つ
町

民
に
示
し
た
の
か
。
ま
た
、

な
ぜ
13
カ
月
に
し
た
の
か
。

（
村
上
源
吉
議
員
）

　
　

選
挙
活
動
で
町
内
を
回

っ
た
際
、
口
頭
で
説
明
し
て

き
ま
し
た
。
削
減
は
、
感
染

症
が
発
生
し
て
１
年
に
な
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
期
間
と

し
ま
し
た
。　
　
　
（
町
長
）

●
議
案
第
13
号

地
区
集
会
所
設
置
条
例
の

改
正

【
概
要
】
地
区
集
会
所
３
カ

所
を
追
加
す
る
た
め
の
改
正

　
　
　

第
一
分
団
屯
所
の
名

当
初
予
算
に
関
す
る
質
疑
等

当
初
予
算
に
関
す
る
質
疑
等

答
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算

そ
の
他
議
案
・

条
例
の
改
正
等

人
事
案
件

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答

答

質
問

質
問

答

答

答

答

澤田由紀子氏
（字鉄炮町）

大江　孝治氏
（鶴沢字芦ケ作）
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　３月定例会では、一般会計予算ほか当初予算13件が提案され、委員会で集中的に審議すること
にしています。委員会の審議の結果、次のような意見が出され報告されました。

令和３年度当初予算を
（2021年度） CHEC

K

①　

行
事
予
定
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

は
、
見
や
す
く
な
る
よ
う
常
に
改
善

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
新
年
度
ス
タ

ー
ト
に
合
わ
せ
て
各
戸
に
配
布
さ
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

②　

消
防
団
員
の
報
酬
、
消
防
施
設
維

持
費
等
に
つ
い
て
は
、
改
善
が
図
ら

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
引
き

続
き
、
地
域
の
消
防
防
災
力
が
維
持

さ
れ
る
よ
う
、
各
分
団
と
よ
く
協
議

の
う
え
予
算
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

①　

財
政
調
整
基
金
の
積
立
額
に
つ
い

て
は
、
大
規
模
事
業
等
の
実
施
の
た

め
増
加
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
引
き
続
き
、
適
正
規
模
を

随
時
見
定
め
、
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

②　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
に
つ
い

て
は
、
年
々
増
加
を
し
て
お
り
評
価

す
る
。
引
き
続
き
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
検
討
な
ど
、
有
効
な
財
源

と
し
て
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

③　

東
京
電
力
に
対
す
る
損
害
賠
償
は
、

い
ま
だ
約
13
億
円
が
未
払
い
と
な
っ

て
い
る
。
町
復
興
の
た
め
に
支
出
し

た
重
要
な
財
源
で
あ
る
の
で
、
実
効

性
の
あ
る
取
り
組
み
に
努
め
る
こ
と
。

④　

復
興
会
議
運
営
費
は
、
年
２
回
開

催
分
の
予
算
と
な
っ
て
い
る
が
、
町

の
復
興
の
た
め
重
要
な
会
議
で
あ
る

の
で
、
回
数
に
か
か
わ
ら
ず
十
分
な

審
議
に
努
め
る
こ
と
。

⑤　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
一
部
、
不
便
で
あ
る
と
い
う
声

も
聴
く
の
で
、
引
き
続
き
丁
寧
な
聞

き
取
り
に
努
め
る
こ
と
。

⑥　

各
集
会
所
の
運
営
や
費
用
負
担
等
、

地
域
に
お
け
る
利
用
状
況
等
を
よ
く

調
査
の
う
え
、
持
続
可
能
な
運
営
に

つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

①　

高
齢
者
世
帯
ご
み
出
し
安
否

確
認
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
詳
細
を
決
定
の
う
え
実
施

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

有
益
な
事
業
に
な
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。

②　

高
齢
化
が
進
む
中
、
健
康
増

進
と
福
祉
に
対
す
る
町
民
の
期

待
は
大
き
い
。
引
き
続
き
、
丁

寧
な
対
応
と
、
将
来
を
見
越
し

た
事
業
展
開
に
努
め
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

▽ 予算決算常任委員会の審議の様子
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予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告予算決算常任委員会報告

①　

震
災
後
10
年
を
経
過
し
た
が
、

住
民
生
活
の
復
興
は
果
た
さ
れ

て
い
な
い
。
行
政
区
、
自
治
会
、

民
生
委
員
な
ど
と
連
携
し
、
地

域
資
源
の
現
状
、
実
態
を
よ
く

把
握
し
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

②　

仮
置
き
場
の
返
還
業
務
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
今
後
提
案
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
原
状
回

復
に
つ
い
て
、
住
民
の
声
を
よ

く
聴
き
取
り
丁
寧
な
対
応
を
図

る
こ
と
。

①　

役
場
共
通
で
使
用
す

る
封
筒
は
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
に
つ
な
が
る
の
で
、

引
き
続
き
、
素
材
、
デ

ザ
イ
ン
等
、
よ
く
検
討

し
、
改
善
を
図
る
こ
と
。

①　

災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
低
減

措
置
が
終
了
に
な
り
、
家
賃
が

高
額
に
な
っ
た
こ
と
で
、
生
活

に
支
障
を
き
た
し
た
避
難
者
が

い
る
。
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

町
で
新
た
な
減
免
措
置
を
講
じ

る
こ
と
。

②　

町
営
住
宅
の
空
き
家
を
活
用

し
、
定
住
化
に
資
す
る
よ
う
、

子
育
て
支
援
と
住
宅
支
援
を
組

み
合
わ
せ
た
施
策
を
検
討
す
る

こ
と
。

①　

新
た
に
発
掘
さ
れ
た

前
田
遺
跡
や
旧
代
官
所

跡
な
ど
、
町
の
歴
史
と

文
化
、
伝
統
技
法
等
を

後
世
に
伝
え
て
い
け
る

よ
う
、
伝
承
と
人
材
育

成
に
努
め
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見

　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

２
月
14
日
に
執
行
さ
れ
た
町
長
選
挙
の

結
果
を
受
け
、
義
務
的
経
費
と
一
部
政

策
的
経
費
の
み
を
計
上
す
る
「
骨
格
予

算
」
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。
医
療
関
係

者
、
農
商
工
業
者
を
は
じ
め
町
民
生
活

全
体
が
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
を
受
け
る
中
、
緊
急
な
対
応
が
迫

ら
れ
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
な

執
行
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
統
廃
合
、
認
定
こ

ど
も
園
の
開
設
等
、
予
定
さ
れ
て
い
た

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
対
策

の
た
め
、
着
実
か
つ
速
や
か
な
事
業

執
行
を
要
望
す
る
。
今
後
提
案
さ
れ

る
、
新
町
長
の
政
策
的
経
費
を
計
上
し

た
「
肉
付
け
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
町

民
生
活
と
町
政
進
展
に
支
障
の
な
い
よ

う
、
速
や
か
な
議
会
招
集
の
う
え
審
議

に
付
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
意
見
し
、
令
和

３
年
度
各
会
計
当
初
予
算
13
件
は
可
決

す
べ
き
も
の
と
す
る
。

　

令
和
３
年
３
月
19
日

　
　
　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐　

藤　

喜
三
郎

町民税務課　　産　業　課
学校教育課　　子育て支援課
議会事務局

特になし
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第３号

第４号
第５号
第６号

第７号

第８号
第９号
第10号
第11号

第12号

第13号
第14号
第15号
第16号
第17号
第18号
第19号
第20号
第21号
第22号
第23号
第24号
第25号
第26号
第27号
第28号
第29号
第30号
第31号
第32号
第33号
第34号
第35号
第36号
第37号
第38号

町道北古堂道内・南古堂道内線（１号橋）橋梁災害復旧工事請負契約の締結に
ついて

川俣小学校校舎等改修工事請負契約の締結について
辺地に係る総合整備計画の策定について
川俣町附属機関の設置に関する条例

東京電力福島第一原子力発電所原子力災害に伴う令和３年度川俣町国民健康保
険税等の減免の特例に関する条例

川俣町人材育成基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
川俣町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例

可決（全会一致）

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）

可決（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

３ 月議会定例会審議結果
（令和３年３月９日～19日）

川俣町地区集会所設置条例の一部を改正する条例
川俣町国民健康保険条例の一部を改正する条例
川俣町農村環境施設設置条例の一部を改正する条例
川俣町町営住宅条例の一部を改正する条例
川俣町公民館使用条例の一部を改正する条例
令和２年度川俣町一般会計補正予算（第11号）
令和２年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
令和２年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第４号）
令和２年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和２年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度川俣町一般会計予算
令和３年度川俣町国民健康保険特別会計予算
令和３年度川俣町介護保険特別会計予算
令和３年度川俣町後期高齢者医療特別会計予算
令和３年度川俣町簡易水道事業特別会計予算
令和３年度川俣町奨学資金特別会計予算
令和３年度川俣町工業団地造成事業特別会計予算
令和３年度川俣町小島財産区特別会計予算
令和３年度川俣町飯坂財産区特別会計予算
令和３年度川俣町大綱木財産区特別会計予算
令和３年度川俣町小綱木財産区特別会計予算
令和３年度川俣町山木屋財産区特別会計予算
令和３年度川俣町水道事業会計予算
監査委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
副町長の選任について

可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
可決（全会一致）
同意（全会一致）
同意（全会一致）
同意（全会一致）
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３月定例会陳情審査結果
受理
番号 付託委員会 件　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

1
総 務 産 業
常任委員会

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を
求める意見書提出の陳情について

福島県伊達市保原町字舟橋180
日本労働組合総連合会福島県連合会
伊達地区連合会

議長　高橋　誠一

採択

2
厚 生 文 教
常任委員会

保育士の全面パート化につながる短時間
勤務保育士の活用促進ではなく、保育所
職員の配置基準改善、処遇向上のための
必要な措置を求める意見書の提出を求め
る陳情書

福島県福島市渡利字大豆塚7
　さくら保育園気付
　　　　　　　　福島県保育連絡会

大宮　勇雄

趣旨
採択

　福島県は、少子高齢化と人口の減少・流出が進み、
震災当時と比較して生産年齢人口は約20万人も減
少し、人手不足は深刻化している。
　人手不足を補うための外国人労働者数も対前年比
で約13.6％増加し、障がい者雇用数も県内民間企
業で過去最高を更新、パート労働者、契約社員・派
遣社員などの非正規労働者は雇用全体の約４割を占
め、雇用形態の多様化も進んでいる。勤労意欲喚起
による生産性向上と社会の格差是正を目的とした、
政府の同一労働同一賃金の趣旨に鑑み、最低賃金引
き上げと早期発効は喫緊の政策である。
　コロナ感染拡大により、社会経済が混乱し、県民
の不安や不満も日増しに強まる一方で、県民の生命
と健康を守り、日常生活を支えるため奮闘する働く
者がいる。社会経済の回復と安定、働く者の努力に
報いることが社会の責任でもあり、極めて必要な時
期である。
　よって、福島県の一層の発展をはかるため、最低
賃金法の趣旨を踏まえ、福島県最低賃金に関する、
次の事項について強く要望する。

１　福島県最低賃金は､ 毎年年率３％程度を目途に
引き上げをはかること。また2019年６月に閣議
決定した「経済財政運営と改革の基本方針」の「よ
り早期に全国加重平均1000円になることを目指
す。」とした方針に基づき、相応の引き上げを行
うこと。
２　中小・地場企業に対する支援策等を強化し、最
　低賃金の引き上げを行う環境を整備すること。
３　福島県内の労働力確保、人口流失抑制・防止を
　見据えた金額とすること。
４　一般労働者の賃金引き上げ時期を踏まえ、福島
県最低賃金の改定諮問時期を可能な限り早め早期
の発効に努めること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。

　令和３年３月19日

衆議院議長　大　島　理　森　様
内閣総理大臣　菅　　　義　偉　様
厚生労働大臣　田　村　憲　久　様
福島労働局長　岩　瀬　信　也　様

福島県伊達郡川俣町議会

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書
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調査計画案を協議 第 3回（R３.２.17）
第 5回（R３.４.８）調 査 事 項

10

　12月議会定例会で特別委員会を設置し、効果的、効率的な議会活動について調査を行っています。
４月15日時点で５回の会議を開催し、調査項目、スケジュールなどについて、協議してきました。

※調査状況等について、議会だよりでお知らせしていきます。

調査特別委員会議 会 改 革

　

先
駆
的
な
取
り
組
み
で
有
名
な
北
海
道
栗
山
町
で
は
、
議
会
中
継

の
ほ
か
、
委
員
会
等
を
含
め
、
全
て
の
会
議
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
で
は
議
員
の
な
り
手
確
保
の
た
め
、
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
調
査
に
あ
た
っ
て
お
り
、
当
委
員
会
で
も
そ
の
審
議
内
容
や
大

学
教
授
の
講
演
を
参
考
に
す
る
た
め
、
全
議
員
に
参
加
を
呼
び
掛
け

視
聴
し
ま
し
た
。

多様な意見、地域の諸課題に対応する議会、
議会のあり方とは、など。

町民意見を反映する議会、議員のなり手不
足への対策は、など。

議会会議規則の見直し、一般質問のあり方、
議会のデジタル化等。

若者や女性など、議員のなり手の確保策は、
など。

１ 議会・議員の役割、あり方

２ 議会への住民参画のあり方

３ 議会の機能強化・議会運営の適正化

４ 議員報酬、議員待遇のあり方

栗山町議会議員の報酬と定数に関する調査特別委員会
　参考人聴取・北海道大学名誉教授（栗山町議会サポーター）

神原　　勝 氏　講演
【講演概要】
・議員定数は、ぎりぎりまで削減してきた。議論のためには13
　人が最低ラインである。
・議員報酬は、人口要件など類似団体と比較すべきでない。議員
　の努力が反映されるしくみが必要。
・議員のなり手不足は、住民が議会の大切さに気付けば、必ず解
　決できる。
・首長が一人であるのに対し、議会は多数。住民の代表性が高く、
　間違いが少ない。
・議会、地方自治は、「民主主義の学校」。住民の意識が高まれば、
　議会の意識も高まる。
・議会と住民をつなぐ存在「議会モニター」「政策サポーター」な
　どが効果的。

栗
山
町
議
会
に
学
ぶ
第 3回
（R３.２.17）

先
進
議
会
調
査（

録
画
の
視
聴
）

　議会活動の課題、
運営上の改善すべ
き点などについて
協議し、調査項目
を次の大きく４点
とすることにしま
した。

調査項目（仮） ※この内容で調査し、令和４年６月議会で最終報告します
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全員協議会レポート

2.13 福島県沖地震被害報告2.13 福島県沖地震被害報告令和3年
第３回
（2月16日） 　２月13日、午後11時８分に最大震度６弱の地震が発生し、その被害の報告を

受けました。※被害概要は、３月議会定例会までに判明した件数です。
　３月定例会では、２人の議員が一般質問でとりあげたほか、全員協議会などで
支援を求める意見が出されました。

3.11 東日本大震災のつどい（仮）は延期へ3.11 東日本大震災のつどい（仮）は延期へ令和3年
第４回
（2月22日）

•人　的　被　害　負傷者２名（※２月16日報告時点）
•避　難　状　況　なし
•住宅等の被害　70件（罹災証明書申請件数）
•個人財産その他　30件（被災証明書申請件数）

　町から東日本大震災から10年となる３月11日に、記念式典を町と議会合同で
開催する案が示され、協議しました。議員からは様々な意見が出され、結果、令
和３年の開催は見送り、来年に開催することとしました。

被
害
概
要 •施設等　18施設　《主な被害箇所》川俣町体育館、とんやの郷、川俣中学校、富田小学校などで、

　　　　　天井、ガラス、壁面に被害。
•道　路　町道17路線《主な被害箇所》町道遠西田代線、町道大柴線、林道花塚線ほか
•その他　農村広場送水管の漏水、川俣町浄水場でタンク破損

【平成24年】原発事故被災町民大会　～川俣町の復興に向けて～

【平成25年】第２回原発事故被災町民大会

町
内
世
帯
等

※
主
な
被
害

公
共
施
設
等

過
去
の
大
会
の
概
要

町民の意見発表、決議文を採択。講演「震災復興と自治体の役割」。山木屋中学校生徒の合唱、ガンバロ
ー三唱。町民ほか参加者600人

町民の意見発表、決議文採択。講演「震災復興と自治体の役割」。ガンバロー三唱。
町民ほか参加者500人

町道光内大畑線 町道大柴線 とんやの郷
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―小規模事業者にコロナ支援― 令和3年
2月24日
開催

令和3年 第1回議会臨時会令和3年 第1回議会臨時会令和3年 第1回議会臨時会

　長引く新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、町内に約400社ある従業員20人以下の小規
模事業所に対し、町が独自の資金援助を行うための補正予算と、福島県沖地震で被害を受けた施設
等の災害復旧の補正予算などが提案され、可決しました。

小規模事業者のコロナ対策支援の概要

常任委員会 常任委員会

総 厚務 生産 文業 教

活　動　報　告

・対　象　判定月の前年同月比で、減少率
　　　　　15㌫以上、従業員（正規雇用）
　　　　　20人以下の事業所（医療、福祉
　　　　　事業所を含む）。
・給付額　従業者10人まで一律20万円、
　　　　　11人以上20人まで一律30万円
・事業費　8150万円

３月定例会会期中の各常任委員会で、３月12日、次の事項を調査しました。

【調査事項】企業訪問
　　　　　 ※町内経済動向等調査
【調 査 先】ベルグ福島㈱、アサヒ通信㈱の２社
※ほか、陳情書審査

【調査事項】福島県沖地震被害調査、
　　　　　 生涯学習施設調査
【調 査 先】川俣町体育館、羽山の森美術館
※ほか、陳情書審査、ほか３月18日地球温暖化
　対策実行計画の説明

総務産業常任委員会 厚生文教常任委員会

提案説明をする佐藤前町長

製品を世界に輸出（アサヒ通信株式会社） 地震でガラスの割れたトレーニング室　※現在は修繕され利用可能です



まちの課題を問うまちの課題を問う

一 般 質 問

村　上　源　吉 議員

蓮　沼　洋　志 議員

菅　野　信　一 議員

新　関　善　三 議員

石　河　ル　イ 議員

作　田　善　輝 議員

高　橋　清　美 議員

山　家　恵　子 議員

●町営のWi-Fi整備について
●都市計画の見直しについて
●近大・立命館大・福大との連携
で新産業の創出とあるが、その
内容は

●山木屋地区に先端技術産業の実
　証基地整備について

●藤原町長に問う
●新型コロナ感染症について
●中学校のトイレ改修について
●2.13福島県沖地震について

●藤原町長の公約について
●第一期川俣町まち・ひと・しご
と創生総合戦略の効果検証及び
第二期総合戦略（案）について

●新型コロナ感染対策と支援給付
　金について
●少子高齢化対策対応について
●コロナ禍による農畜産品の対応
　策について
●「変えよう川俣」の基本的取り組
　みを質す

●コロナウイルス感染症について
●子育て支援について
●福島県沖地震被害について
●高齢者支援について

●新町長の施策方針は
●ＡＥＤ（自動対外式除細動器）の
　設置実態について
●住民にきちんと情報提供はされ
　ているのか

●選挙公約の「５つの約束」の取り
　組みは
●原発事故から10年を迎えて今
　後の復興とまちづくりは
●今回の地震の被害状況とその対
　応は
●川俣町防災会議について

●養蚕文化の継承と川俣の教育シ
　ルクプランについて
●東北宇宙ミッションの広報と今
　後の活用について
●前田遺跡の取り組みについて
●生活困窮者支援と「断らない」相
　談支援について
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３月議会定例会の一般質問には８人の議員が登壇しました。
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かわまた議会だより

一 般 質 問

①
ど
ん
な
新
産
業
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

②
耕
作
放
棄
地
の
歯
止
め
と
な
る
産

業
と
は
。①

国
・
県
が
進
め
て
い
る
浜

通
り
地
方
に
先
端
産
業
の
集

積
を
目
指
す
「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
」
を
意
識
し
な

が
ら
、
近
畿
大
学
、
立
命
館
大
学
、

福
島
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

①
具
体
的
な
計
画
は
。

②
財
源
と
費
用
の
見
込
み
は

あ
る
の
か
。

①
現
在
ま
で
の
整
備
状
況
、

利
用
状
況
、
整
備
方
針
を
明

確
に
し
、
他
市
町
村
事
例
を
参
考
に

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
国
の
動
向
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

村 上 源 吉 議員
むら　かみ　げん　きち

14

質
問

ど
ん
な
計
画
が
あ
っ
て
見
直

す
の
か
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
見
据
え
、

土
地
の
利
活
用
を
図
る
た
め
、

地
域
住
民
、
関
係
機
関
と
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

公
約
の「
都
市
計
画
の

見
直
し
」は

検
討
し
て
い
き
ま
す

質
問

町
長

①
ど
ん
な
先
端
技
術
産
業
な

の
か
。

②
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
明
示

を
。

③
町
に
と
っ
て
の
経
済
効
果
の
想
定

は
。

①「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
」
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
６
分
野
、「
廃
炉
」「
ロ
ボ

ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
」「
医
療
関
連
」「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
」

「
農
林
水
産
業
」「
航
空
宇
宙
」
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

②
具
体
的
な
案
件
が
生
じ
て
か
ら
、

検
討
を
進
め
る
た
め
、
現
段
階
で
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

③
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

公
約「
大
学
と
の
連
携
で

新
産
業
の
創
出
」は

検
討
し
て
い
き
ま
す

公
約「
山
木
屋
地
区
に

先
端
技
術
産
業
」は

協
議
検
討
し
て
い
き
ま
す

町と協定を結んでいる立命館大学
（令和元年委員会調査）

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長
公
約
の「
町
営

W

ワ
イ
フ
ァ
イ

i-Fi
整
備
」は

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す

町
長

②
大
学
等
の
知
見
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
新
作
物
、
産
業
の
創
出
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

議会・委員会でも立命館大学を視察



かわまた議会だより

ま ち の 課 題 を 問 う

②
町
内
だ
け
で
な
く
、
県
北
地
域
に

お
い
て
も
相
談
は
な
く
、
後
遺
症
事

態
は
国
が
調
査
中
で
す
。

③
生
活
保
護
受
給
者
の
推
移
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
困
窮
の
状
況
は

把
握
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

①
学
校
給
食
の
完
全
無
償
化

の
実
現
は
。

②
中
心
市
街
地
に
高
齢
者
の
た
ま
り

場
の
整
備
と
は
。

③
多
く
の
農
家
が
参
入
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
の
整
備
と
は
。

①
現
在
、
給
食
費
半
額
補
助

を
行
っ
て
お
り
、
約
１
７
０

０
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
入
学

祝
金
な
ど
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い

る
た
め
、
財
源
等
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

②
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
つ
か
の
「
サ

ロ
ン
」
が
あ
り
、
ま
た
、
中
丁
「
フ

ァ
ン
ズ
」
の
２
階
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ち
ゃ
ば
た
け
」
が
交
流
の
場
と
し
て

進
出
予
定
で
す
。

③
令
和
７
年
度
ま
で
に
震
災
前
の
72

蓮 沼 洋 志 議員
はす　ぬま　ひろ　 し
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質
問

町
長

①
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
順
序
は
。

②
コ
ロ
ナ
患
者
の
後
遺
症
に
つ
い
て

③
今
回
小
規
模
事
業
者
に
支
援
給
付

金
を
給
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
生
活
困
窮
者
に
支
援
給
付
金
を

だ
せ
な
い
か
。

①
国
で
の
ワ
ク
チ
ン
確
保
と

配
布
の
状
況
に
よ
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
町
内
医
療
機
関
と
の

連
携
を
進
め
ま
す
。

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
つ
い
て

適
時
適
切
な
対
応
に

努
め
ま
す　
　
　
　

質
問

和
式
か
ら
洋
式
の
改
修
の
予

定
は
。

昨
年
８
月
に
に
お
い
の
対

策
を
実
施
し
、
12
月
以
降

こ
れ
ま
で
、
男
子
ト
イ
レ
に
換
気
扇

の
設
置
と
自
動
洗
浄
小
便
器
へ
の
改

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
階
男
女
ト

イ
レ
の
各
１
器
ず
つ
が
洋
式
化
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
ト
イ
レ
環

境
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

中
学
校
の

ト
イ
レ
改
修
は

環
境
改
善
に
努
め
ま
す

質
問

教
育
長

㌫
の
農
地
で
営
農
が
再
開
さ
れ
る
見

込
み
で
す
の
で
、
就
農
希
望
者
、
移

住
希
望
者
に
ス
ム
ー
ズ
に
農
地
、
空

き
家
な
ど
を
提
供
で
き
る
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。

町
長

瓦屋根に被害を受けた民家

藤
原
新
町
長
の

５
つ
の
約
束
を
問
う

検
討
を
進
め
ま
す

地
震
被
害
者
の
支
援
は
で
き

な
い
の
か
。

３
月
４
日
時
点
で
罹
災
証
明

70
件
、
被
災
証
明
30
件
の
申

請
を
受
け
て
お
り
、
被
害
は
壁
面
ク

ロ
ス
の
損
傷
、
瓦
屋
根
の
崩
落
、
建

具
の
ず
れ
な
ど
で
す
。
過
去
の
支
援

策
等
と
参
照
し
な
が
ら
、
支
援
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

２
・
13
福
島
県
沖

地
震
へ
の
支
援
は

検
討
し
て
い
き
ま
す

質
問

町
長
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一 般 質 問

で
も
使
え
る
場
所
に
あ
る
の
か
。

①
「
防
災
マ
ッ
プ
」
に

設
置
場
所
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
管
理
は
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
行
っ
て
い
ま
す
。

②
公
共
施
設
で
の
実
績
で
は
、

令
和
元
年
12
月
に
「
い
き
い
き

荘
」
で
利
用
者
が
倒
れ
、
職
員

が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
１
件
で

す
。

③
管
理
上
の
理
由
か
ら
施
設
の

内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
調
査
研
究
を
し
、
施
設
の

外
側
へ
の
設
置
等
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

①
町
長
選
挙
で
何
を
訴
え
、

そ
の
反
応
を
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
て
い
る
の
か
。

②
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
各
種
施
設

整
備
計
画
は
見
直
す
の
か
。

③
行
政
と
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

①
「
５
つ
の
約
束
」
を
訴
え
、

多
く
の
町
民
か
ら
支
持
を
得

ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
職
員
と

と
も
に
課
題
解
決
に
知
恵
を
出
し
、

汗
を
か
い
て
着
実
に
事
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

②
中
央
公
民
館
、
認
定
こ
ど
も
園
、

町
火
葬
場
の
大
規
模
改
修
、
整
備
等

に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

と
な
る
重
要
な
施
策
と
考
え
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
方
針
や
方
法
、

時
期
な
ど
の
詳
細
は
、
見
直
し
も
含

め
て
検
討
し
、今
後
、お
示
し
し
ま
す
。

作 田 善 輝 議員
さく　 た　 よし　てる

16

質
問

①
町
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
、

管
理
状
況
は
。

②
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
は
。

③
い
ざ
と
い
う
と
き
、
い
つ
で
も
誰

質
問

町
長

③
執
行
機
関
で
あ
る
行
政
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
事
件
に
対
し
、
住
民
意
思

を
決
定
す
る
機
関
が
議
会
で
す
の
で
、

相
互
に
け
ん
制
し
あ
い
な
が
ら
、
緊

張
感
を
持
っ
て
地
方
自
治
の
適
切
な

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

町
長 新

町
長
の
施
政
方
針
は

方
針
を
示
し
、
着
実
な
事
業
執
行
に
努
め
ま
す

①
避
難
者
に
情
報
提
供
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

②
住
民
票
を
お
か
ず
に
町
に
住
む
人

へ
の
対
応
は
。

③
情
報
提
供
す
る
こ
と
で
町
づ
く
り

を
進
め
る
考
え
は
。

質
問 〝

住
民
〞へ
の

情
報
提
供
は

情
報
が
滞
る
こ
と
が

な
い
よ
う
努
め
ま
す

①
町
か
ら
他
市
町
村
に
避
難

さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
広
報

誌
を
送
付
す
る
な
ど
情
報
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。

②
町
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

避
難
元
自
治
体
や
行
政
区
等
と
連
携

し
、
両
方
の
広
報
誌
等
が
届
く
よ
う
、

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③
町
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
行

政
情
報
は
大
切
な
こ
と
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

町
長

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外
式

除
細
動
器
）の
設
置
は

適
切
な
設
置
場
所
を

検
討
し
ま
す　
　
　

中央公民館に設置されているＡＥＤ（１階と３階に設置）
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ま ち の 課 題 を 問 う

え
て
い
る
の
か
。
❷
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
で
、
医
療
、
福
祉
関
係
者
の
自
主

検
査
に
対
し
補
助
す
る
考
え
は
な
い

の
か
。
❸
学
校
給
食
を
独
居
老
人
の

食
事
支
援
に
活
用
で
き
な
い
か
。
❹

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

施
策
が
い
ず
れ
も
厳
し
い
状
況
だ
が

秘
策
は
あ
る
の
か
。
❺
中
央
公
園
の

小
手
姫
像
を
観
光
資
源
と
し
て
移
設

で
き
な
い
か
。

①
「
顔
の
見
え
る
」
と
は
、

私
と
町
民
、
町
職
員
と
町
民

が
対
話
を
通
じ
、
信
頼
関
係
を
構
築

し
、
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
、「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
、
子

ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
い
う
考
え
で
す
。

②
❶
き
め
細
や
か
な
移
住
、
定
住
の

①
「
顔
の
見
え
る
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
町
づ
く
り
な
の
か
。

②
「
５
つ
の
約
束
」
で
、
❶
少
子
高

齢
化
、
過
疎
化
に
つ
い
て
、
ど
う
考

菅 野 信 一 議員
かん　 の　 しん　いち
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藤
原
町
長
の
公
約
に
つ
い
て

信
頼
の
醸
成
と
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
な
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す

質
問

町
長

①
人
口
減
少
対
策
の
た
め
計

画
で
あ
る
第
一
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、

目
標
指
標
の
達
成
度
の
検
証
が
「
不

可
」
な
も
の
が
あ
る
理
由
は
。

②
第
二
期
戦
略
（
案
）
に
掲
げ
る
各

施
策
及
び
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
の
目
標
値
の
設
定
は
適
切
か
。

③
第
二
期
総
合
戦
略
（
案
）
に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
町
民
意

見
）
の
募
集
方
法
は
適
切
か
。

④
第
二
期
総
合
戦
略
（
案
）
の
目
標

達
成
率
は
あ
る
の
か
。

質
問 人

口
減
少
対
策
の

計
画
は
妥
当
か

適
切
な
目
標
を
設
定
し
、

進
行
管
理
に
努
め
ま
す

①
計
画
を
立
て
る
段
階
で
設

定
し
て
い
た
目
標
値
が
、
検

証
を
す
る
時
点
で
、
目
標
と
定
め
た

数
値
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
か
、
測

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

十
分
に
反
省
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
４
つ
の
基
本
目
標
と
、
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
に
基
本
的
方
向
を
定
め
、
施
策

ご
と
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

目
標
値
は
、
諮
問
機
関
「
川
俣
町
地

方
創
生
推
進
会
議
」
の
意
見
を
踏
ま

え
た
も
の
で
、
適
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

③
町
で
定
め
た
手
順
に
従
っ
て
実
施

し
て
お
り
、
問
題
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

④
令
和
２
年
度
時
点
で
確
認
で
き
る

数
値
を
基
準
値
と
し
て
、
計
画
最
終

年
で
あ
る
令
和
７
年
度
の
数
値
を
設

定
し
て
お
り
、
達
成
度
を
把
握
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

町
長

町の人口対策をまとめた計画書

政
策
を
つ
く
り
、
交
流
事
業
な
ど
を

通
じ
て
、
も
う
一
度
来
て
み
た
い
、

最
後
は
住
ん
で
み
た
い
、
と
い
う
よ

う
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
❷
先
進
事
例
等
を
研
究

し
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
❸
社
会
福

祉
協
議
会
と
民
間
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
お
り
、
改
善
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
ま
す
。
❹
移
住
・
定
住
施
策

を
７
月
ご
ろ
に
策
定
し
ま
す
。
❺
費

用
面
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

５つの約束を掲げ当選した藤原新町長
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一 般 質 問

③
新
規
就
農
す
る
若
者
の
受
け
入
れ

と
育
成
、
民
間
地
元
企
業
と
連
携
し

た
先
端
技
術
の
活
用
、
外
部
人
材
の

活
用
な
ど
で
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

④
交
流
人
口
の
拡
大
、
移
住
定
住
の

促
進
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け

入
れ
な
ど
の
方
向
性
の
も
と
進
め
て

い
き
ま
す
。

⑤
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
の
活
用
等
の
ほ
か
、

先
進
事
例
を
参
考
に
本
町
に
ふ
さ
わ

し
い
観
光
振
興
を
検
討
し
ま
す
。

５
つ
の
選
挙
公
約
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
営
業

補
償
の
充
実

②
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実

③
農
林
業
・
商
工
業
へ
の
支
援
の
充

実
と
強
化

④
復
興
事
業
の
総
点
検
と
新
た
な
復

興
計
画
の
推
進

⑤
観
光
事
業
の
充
実
と
発
展

①
引
き
続
き
、
新
生
活
様
式

の
取
り
組
み
推
進
と
、
国
に

持
続
化
給
付
金
の
再
度
給
付
を
要
請

す
る
な
ど
し
て
い
き
ま
す
。

②
財
源
や
、
他
施
策
と
の
関
連
を
考

慮
の
う
え
、
学
校
給
食
費
の
完
全
無

償
化
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み
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質
問

町
長

「
顔
の
見
え
る
や
さ
し
い
町

づ
く
り
」
の
た
め
、
今
後
ど

う
進
め
て
い
く
の
か
。

質
問 原

発
事
故
か
ら
10
年
を
迎
え
て

今
後
の
復
興
と
ま
ち
づ
く
り
は

信
頼
の
醸
成
と
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
な

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す　
　
　
　
　
　

「
顔
の
見
え
る
」
と
は
、
私

と
町
民
、
町
職
員
と
町
民
が

対
話
を
通
じ
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
、「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
と

は
、
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
、
子
ど

も
フ
ァ
ー
ス
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
い
う
考
え
で
す
。

町
長

震
度
６
弱
の
地
震
が
あ
っ
た

が
、
町
の
施
設
、
個
人
の
被

害
と
そ
の
対
応
は
。

（
※
11
㌻
の
被
害
状
況
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）被
害
が
あ
っ

た
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
の

高
い
も
の
を
補
正
予
算
で
計
上
し
て

お
り
、残
り
箇
所
に
つ
い
て
も
修
繕
・

修
理
を
進
め
ま
す
。
個
人
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

質
問 今

回
の
地
震
の

被
害
状
況
と
そ
の
対
応
は

支
援
策
を
検
討
し
ま
す

町
長

こ
の
２
年
で
何
回
会
議
し
そ

の
内
容
と
委
員
の
メ
ン
バ
ー

は
。

令
和
２
年
２
月
に
防
災
計
画

の
修
正
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、

会
長
が
町
長
で
、
委
員
に
、
国
、
県

職
員
、
教
育
長
、
町
消
防
団
長
の
ほ

か
、
消
防
署
、
郵
便
局
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

東
北
電
力
、
福
島
交
通
、
福
島
民
友

な
ど
の
公
共
機
関
等
か
ら
選
出
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

質
問 川

俣
町
防
災
会
議
の

実
態
は審

議
機
関
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す

町
長

85歳以上の方から順次ワクチン接種が開始

選
挙
公
約「
５
つ
の
約
束
」の

取
り
組
み
は

検
討
の
う
え　
　
　

実
施
し
て
い
き
ま
す
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ま ち の 課 題 を 問 う

①
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
時
期
、

ク
ー
ポ
ン
発
送
は
い
つ
か
。

②
実
施
手
順
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開

所
は
。
高
齢
者
対
策
は
。

③
住
民
票
の
有
無
と
地
区
外
居
住
者

へ
の
対
応
は
万
全
か
。

新 関 善 三 議員
にい　ぜき　ぜん　ぞう
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
支
援
給
付
金
対
応
は

協
議
し
対
応
し
て
い
き
ま
す

質
問

④
事
後
対
策
を
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

⑤
支
援
給
付
金
の
実
態
と
進
捗
状
況

は
。

①
国
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
、

速
や
か
に
発
送
で
き
る
よ
う

準
備
し
ま
す
。

②
初
め
に「
ク
ー
ポ
ン
券
」「
予
診
票
」

「
案
内
の
書
類
」
を
同
封
し
て
発
送

し
ま
す
。
そ
の
後
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
等
で
予
約
を
受
け
付
け
、
予
約
日

に
集
団
接
種
ま
た
は
個
別
会
場
で
接

種
し
ま
す
。

③
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
が
原
則
で

す
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る

方
は
、
居
住
地
で
接
種
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

④
接
種
後
、
会
場
に
30
分
程
度
待
機

し
て
い
た
だ
き
、
健
康
観
察
を
行
い

ま
す
。

⑤
飲
食
店
、
小
売
業
社
１
４
３
社
に

①
出
生
率
、
婚
姻
届
の
件
数

と
推
移
は
。

②
適
齢
期
年
代
の
構
成
の
実
態
と
、

出
会
い
を
促
す
対
策
は
取
ら
れ
て
い

る
の
か
。①

合
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い

て
は
、平
成
20
〜
24
年
で
１
・

４
０
人
、
平
成
25
年
〜
29
年
で
１
・

３
８
人
で
、
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
て
い
ま
す
。
婚
姻
届
は
、
平
成
30

年
が
30
件
、
令
和
元
年
が
34
件
、
令

和
２
年
が
27
件
で
す
。

②
10
歳
代
は
９
５
１
人
、
20
歳
代
は

９
３
５
人
、
30
歳
代
は
９
９
２
人
、

40
歳
代
は
１
４
５
９
人
、
50
歳
代
は

１
４
８
３
人
で
す
が
、
適
齢
期
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
と
思
い

ま
す
。
出
会
い
の
場
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
事
業
で
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

県
の
結
婚
・
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
対
策
の

実
態
は

出
会
い
の
場
の
確
保
等
に

努
め
ま
す　
　
　
　
　
　

質
問

町
長

最
大
20
万
円
、
合
計
４
３
１
０
万
円
、

小
規
模
建
設
・
製
造
業
者
71
社
に
最

大
50
万
円
、
合
計
１
１
９
０
万
円
を

給
付
済
み
で
、
今
後
は
、
商
工
業
、

医
療
関
係
事
業
者
３
８
９
社
に
規
模

に
応
じ
て
一
律
20
万
円
ま
た
は
30
万

円
、
合
計
８
１
５
０
万
円
の
給
付
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

町
長

基
本
的
構
想
は
。
何
を
ど
こ

か
ら
変
え
る
の
か
。

住
民
、
議
会
の
皆
様
、
職
員

と
一
体
と
な
っ
て
「
住
ん
で

い
る
人
が
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
住
み

続
け
ら
れ
る
川
俣
町
」「
訪
れ
た
人

が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
川
俣
町
」

を
目
指
し
て
全
力
で
町
政
運
営
に
ま

い
進
し
ま
す
。

「
変
え
よ
う
川
俣
」の

取
り
組
み
は

対
話
と
協
調
を
重
視
し

進
め
ま
す　
　
　
　
　

質
問

町
長

※４月時点でクーポンは送付済、５月10日から接種開始
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一 般 質 問

①
養
蚕
文
化
の
継
承
と
命
の

大
切
さ
を
学
び
育
む
教
育
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

②
お
り
も
の
展
示
館
の
利
用
状
況
と

今
後
の
活
用
は
。

③
シ
ル
ク
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
は
。

①
富
田
小
の
ほ
か
、
各
校
で

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
民
間
企
業
が
「
ふ
く
し
ま
養
蚕

体
験
セ
ッ
ト
」
を
各
校
に
配
布
し
て

お
り
、
活
用
し
て
い
ま
す
。

②
令
和
２
年
度
の
入
館
者
は
、
１
万

人
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
町
内
園

児
、
児
童
の
体
験
だ
け
で
な
く
、
観

光
資
源
と
し
て
も
活
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
判
断
し
、
粘

り
強
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
を
具
体

山 家 恵 子 議員
やま　 が　 けい　 こ
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質
問

目
標
と
し
て
定
め
、
今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
外
国
語
教
育
な
ど
も
組
み
入
れ

て
い
き
ま
す
。

①
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
取

り
組
み
状
況
は
。

②
包
括
的
支
援
体
制
の
整
備
、
取
り

組
み
状
況
は
。

③
地
域
住
民
の
様
々
な
悩
み
に
包
括

的
に
対
応
す
る
「
断
ら
な
い
」
相
談

支
援
に
、
町
と
し
て
も
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

①
②
保
健
福
祉
課
の
ほ
か
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
相
談
体

制
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

③
相
談
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
丁

寧
な
相
談
に
、
関
係
機
関
連
携
の
う

え
対
応
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

に
正
式
な
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

質
問

町
長 生

活
困
窮
者
支
援
と

「
断
ら
な
い
」相
談
支
援
は

丁
寧
な
相
談
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す　
　
　
　
　
　
　

町
長

①
史
跡
指
定
へ
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

②
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
方
針
は
あ
る
の
か
。

前
田
遺
跡
の

　

取
り
組
み
は

調
査
研
究
し
ま
す

質
問

養
蚕
文
化
を
伝
え
る

教
育
プ
ラ
ン
を

各
校
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
ま
す　
　
　
　
　
　

国史級と言われる前田遺跡

中央公園で咲いた宇宙桜

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
動
画
が
配
信

さ
れ
る
が
、
広
報
は
。
ま
た
、

関
係
し
た
宇
宙
飛
行
士
を
招
い
て
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

３
月
11
日
に
、
町
の
シ
ル
ク

を
使
い
福
田
小
児
童
が
仕
立

て
た
横
断
幕
の
前
で
、
野
口
聡
一
宇

宙
飛
行
士
が
復
興
支
援
に
感
謝
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

内
で
読
み
上
げ
る
動
画
が
配
信
さ
れ
、

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
横
断
幕
は
７
月

以
降
に
町
に
戻
り
ま
す
の
で
、
式
典

等
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

質
問 東

北
宇
宙
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

広
報
と
今
後
の
活
用
は

式
典
等
の
開
催
を

検
討
し
ま
す　
　

町
長

①
文
化
庁
、
県
文
化
財
課

の
指
導
の
も
と
取
り
組
ん

で
行
き
ま
す
。

②
現
時
点
で
は
、
遺
跡
の
一
部
が
発

掘
さ
れ
た
だ
け
で
す
の
で
、
全
体
像

が
見
え
た
段
階
で
、
方
針
を
定
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
長
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ま ち の 課 題 を 問 う

③
遊
具
の
経
年
劣
化
が
進
み
、
存
続

の
意
向
調
査
を
実
施
し
て
、
更
新
、

撤
去
の
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

②
敬
老
祝
金
を
手
渡
し
に
戻
し
、
顔

の
見
え
る
活
動
を
再
検
討
す
べ
き
で

な
い
か
。①

非
課
税
世
帯
等
に
は
軽
減

措
置
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料

が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
、
予
防
事
業

等
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
手
渡
し
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と

民
生
委
員
の
方
の
負
担
軽
減
も
兼
ね

た
措
置
で
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
並
行
し

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
、
社
会
的

検
査
を
拡
充
す
る
考
え
は
は
る
か
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
時
期
、
見
通
し

と
体
制
の
構
築
は
。

③
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
の
再
検
討

は
あ
る
の
か
。

①
医
療
機
関
と
相
談
す
る
な

ど
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

②
（
※
新
関
善
三
議
員
の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

③
３
月
１
日
か
ら
小
規
模
な
商
工
事

業
者
、
医
療
・
福
祉
関
係
事
業
所
へ

の
給
付
を
開
始
し
て
お
り
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況
を
踏
ま

え
、
必
要
性
に
応
じ
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

石 河 ル イ 議員
いし　かわ
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質
問

①
学
校
給
食
を
無
償
化
す
る

考
え
は
。

②
国
保
加
入
者
の
子
ど
も
へ
の
均
等

割
を
免
除
す
る
考
え
は
。

③
地
域
の
児
童
遊
園
施
設
の
整
備
更

新
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

①
給
食
費
半
額
の
補
助
の

ほ
か
、
医
療
費
無
償
化
、

入
学
祝
金
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、

財
政
負
担
が
課
題
で
す
。
安
定
的
な

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

②
安
定
的
な
国
保
事
業
の
運

営
の
た
め
に
は
、
国
の
責
任

と
負
担
で
実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
就

学
前
児
童
の
均
等
割
り
分
を
国
が
負

担
す
る
よ
う
法
改
正
が
行
わ
れ
る
見

通
し
で
す
。

質
問 子

育
て
世
代
の

負
担
軽
減
は

財
源
の
検
討
を
図
り
ま
す

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
拡
充
を

必
要
に
応
じ
て　
　

検
討
し
て
い
き
ま
す

①
介
護
保
険
料
が
令
和
３
年

度
改
定
に
な
り
、
川
俣
町
は

高
く
な
る
見
通
し
だ
が
、
保
険
料
の

軽
減
を
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

高
齢
者
に
寄
り
添
っ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

現
状
の
施
策
に　
　
　
　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

質
問

町
長

①
住
宅
被
害
の
状
況
と
改
修

支
援
策
は
。

②
農
業
、
商
工
業
の
被
害
状
況
は
。

③
道
路
、
山
林
の
被
害
状
況
と
対
策

は
。

（
※
11
㌻
の
ほ
か
、
蓮
沼
洋

志
議
員
、
高
橋
清
美
議
員
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

小島、御霊神社前の公園

福
島
県
沖
地
震
の

被
害
対
応
は

調
査
し
、　
　
　
　

支
援
を
検
討
し
ま
す

教
育
長

町
長

町
長

質
問

町
長



１年越しに聖火リレーが走る１年越しに聖火リレーが走る

山木屋山木屋

吉 村 雅 夫吉 村 雅 夫さんさん

　

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
か
ら

10
年
と
な
る
今
年
、
２
月
14
日
に

行
わ
れ
た
町
長
選
挙
で
、
藤
原
一

二
氏
が
多
く
の
町
民
の
支
持
を
受

け
、
新
町
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
原
町
長
は
、「
５
つ
の
約
束
」

を
公
約
に
掲
げ
、
実
現
す
る
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
や
工
程
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
の
が
、
議
会

の
努
め
と
考
え
ま
す
の
で
、
議
論

の
内
容
な
ど
は
、
議
会
だ
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
町

民
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
広
報
編
集
常
任
委
員
会
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
重

ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
村
上
源
吉
議
員
）

◇
広
報
編
集
常
任
委
員
会

議　
　

長　

高　

橋　

道　

也

委
員
長　

村　

上　

源　

吉

副
委
員
長　

菅　

野　

清　

一

委　
　

員　

佐　

藤　

喜
三
郎

委　
　

員　

作　

田　

善　

輝

委　
　

員　

山　

家　

恵　

子
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　山木屋地区に風力発電の話が舞い込んでき
た。
　私が住む行政区では、居住者の９割近くが、
当行政区に影響を及ぼす様な場所への風車建
設に反対しており、その旨を町長に伝えた。
　建設予定地が近すぎて、騒音・環境被害の
リスクが高いことが主たる反対理由である。
「原発災害を乗り越えて、ようやく安住の地
に戻ってきたのに、また怯えて暮らす事なん
ぞコリゴリ。」という方が多い。
　一方、他の行政区には、賛成の方々もおら
れるようだ。所有する山が有効活用できれば
良い。ポスト原発の一手段として有効だ。町
財政の一助になる。―などが賛成理由だろう。
　一方が正で、他方が誤りという話ではない。
どちらも自身を取り巻く環境・事情から考え
れば、正しいに違いない。私も大きな関心を
持って何度か議会を傍聴してきた。難しい問
題だが、町として行政の調整力に期待したい。
　また、環境や健康被害の不安から風車の設
置基準も定めて頂きたい。
　そして議会では、住民の代表機関として妥
当性をチェック願いたい。
　これまで山木屋地区は、産廃・原発被害と
痛い目にあってきた。もう二度と人災には遭
いたくないし、怯えたくもないと私自身は思
っている。

風力発電の
行方

編
集
後
記

編
集
後
記

　コロナ禍で所管事務調査が困難な状況が続いています
が、議会（委員会活動）でも、オンライン動画を視聴す
るなど、工夫して研修活動を行っています。
　１月19日には広報編集常任委員会で、全国町村議会
議長会のオンライン研修会を受講しました。
　議会改革等調査特別委員会でも、先進議会が公開して
いる中継録画を活用して調査活動を行っています。（10
㌻に掲載）
　デジタル化など、新たな時代に対応できるよう、調査・
研修活動を行っていきます。

かわまた議会だより　第177号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

「議会広報の企画と編集」などについて学びました

“オンライン研修”活用しています！“オンライン研修”活用しています！
広報編集常任委員会

コンフルエンシアの皆さんと　※議長は公務参加、ほか作田議員が参加しました

　３月26日、コロナ禍で延期された東京オリ
ンピック・パラリンピックの聖火リレーが、山
木屋地区で行われました。議員は自主参加とし、
沿道から応援しました。


